
「適切なケアマネジメント手法」実践研修
【第１回】

開催日：

開催者：

令和３年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「適切なケアマネジメント手法の策定、普及推進に向けた調査研究事業」にて㈱日本総研が作成
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実践研修のねらい

⚫自分の事例において「適切なケアマネジメント手法」を実際に適用し、研修での学びや振り返りを重

ねることで、活用にあたっての工夫や留意点を見出します。

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」の実践において相談・連携しあえるネットワークを地域内に作りま

す。
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研修プログラム概要と本日の研修の位置づけ

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」を実事例で活用しながら、グループでの振り返りを重ねることで、活用

方法の習得を図ります。
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手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】

・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】
・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】

・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】

・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動
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本日の研修内容

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」の理解

本手法のねらいと概要、基本ケアの内容と捉え方について理解を深めます。

⚫持参事例のプランの評価・見直し、今後の実践事項の特定

講義の内容を踏まえ、個人ワークやグループワークを通じて、第2回研修までの実践で行いたいことを

考えます。

4

本日の目標

基本ケアの特定の項目について、これからの実践研修で掘り下げをしていきたい点を明確にする。
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本日のタイムテーブル

⚫以下のような流れで進めていきます。

5

時間 セクション 内容

10’ 開会 開会宣言、本日の進め方の説明

15’ 講義 「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

15’ 演習 自己紹介・目標の設定

20’ 講義 基本ケアの内容と捉え方 ①概要

45’ 演習 基本ケアの内容と捉え方 ②自己点検

10’ 休憩

60’ 講義 事例の掘り下げ ①掘り下げの方法

60’ 演習 事例の掘り下げ ②グループでの共有

5’ 講義 本日のまとめと今後の進め方



「適切なケアマネジメント手法」の
ねらいと概要の確認
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫適切なケアマネジメント手法」とは、介護支援専門員の先達たちが培ってきた知見の中で共通化でき

る知見に着目し、体系化したものです。

⚫根拠に基づいた「仮説」を持ち、その必要性や個別的内容を検証するために情報の収集・分析を展

開するという考え方に基づきまとめられています。

⚫介護支援専門員だけではなく、他の職種の方々にも知ってもらい、地域全体で活用することを目指

しています。
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「適切なケアマネジメント手法」とは
講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」を活用することで、アセスメント／モニタリングが効果的にでき、以下の

3つが可能となります。

① 支援内容やアセスメント項目の「抜け漏れ」を防げる

② 他の職種との協働や役割分担を進めやすくなる

③ ケアプランの見直し（状態の変化に応じた支援の見直しや追加の判断）がしやすくなる
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「適切なケアマネジメント手法」を使う意義

本人の
概況

アセスメント
（情報収
集・分析）

サービス
種別検討

支援内容
の具体化

モニタリング、
見直し

一般的な手法（ケアマネジメントプロセス） 「適切なケアマネジメント手法」

課題

• 先入観なく包括的に把握分析し、多様なサービスの意
見も取り入れて具体的支援内容を整理する考え方。

• 担当ケアマネジャーに深い知見と、調整力が求められ、ま
た支援内容の決定までに時間を要する。

✓時間・手間
が大きい

✓幅広く深い
知見が必要

✓プラン決定前
にサービス側
から助言をも
らいにくい

✓調整が大変

✓モニタリング、
見直しの視点
が曖昧
⇒サービスが
見直されにくい

本人の
概況

モニタリング、
見直し

効果

• まず、知見に基づいた、支援内容レベルの仮説を持ち、その
検証と並行して支援内容を具体化する考え方。

• “サービス種別ありき”にならず、必要な支援内容が検討され
やすく、検討に要する時間も短縮できる可能性がある。

✓(初任段階
でも)ばらつ
きが少ない

✓視点の抜け
漏れの防止

✓モニタリング、
見直しの視
点が具体的
⇒サービスを
見直しやすい

アセスメント
(仮説検証)

根拠に
基づく
仮説を
持つ

サービス
種別検討

支援内容の具体化

✓サービス在りき
にならない

✓介護給付
サービス以外
の支援内容が
漏れにくい

講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫情報収集の前の“あたり”は、専門職としての長年の経験に裏付けられた意味のあるものです。

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」は、仮説の引き出しを増やし、“あたり”の精度を高めるために活用で

きます。
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“あたり”をつけて効率よく個別化を行う
講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫ 「基本ケア」は、本人の生活の継続を支援する基盤となる支援内容であり、高齢者の機能と生理を

踏まえたケアです。

⚫ 「疾患別ケア」は、疾患に特有な検討の視点あるいは可能性が想定される支援内容を整理してい

ます。

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」を活用する際は、「基本ケア」を踏まえたうえで、本人の状態に応じ

て「疾患別ケア」を参照するのが望ましいです。
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「基本ケア」と「疾患別ケア」で構成される

これまでに整理した「疾患別ケア」

脳血管疾患

大腿骨頸部骨折

心疾患

認知症

誤嚥性肺炎の予防

講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」では、「基本ケア」あるいは各「疾患別ケア」において、以下の3項目を

整理しています。

① 想定される支援内容

② 支援の概要、必要性

③ 適切な支援内容とするためのアセスメント/モニタリング項目 等

11

想定される支援内容からアセスメント/モニタリング
項目がつながっている

①想定される支援内容
疾患への医療的なアプローチにとどまらず、本人や家族の疾患への
理解促進や、状況が変化した際の体制構築など、ケアマネジメン
トが果たすべき役割を踏まえたもの

②支援の概要、必要性

③適切な支援内容とするための
アセスメント/モニタリング項目

どのような支援を、誰が行うか、さらにはその支援がなぜ必要になり
うるかを列挙したもの

想定される支援内容ごとに、その必要性や妥当性を判断するため
に確認するべき主なアセスメント/モニタリング項目、その際に相談
すべき専門職を列挙したもの

講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫ 2016～2020年度にかけて「適切なケアマネジメント手法 基本ケア及び疾患別ケア」 と

「基本ケア」及び5つの「疾患別ケア」の「項目一覧」（概要版）、手引きが整備されました。
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「適切なケアマネジメント手法」のツール

適切なケアマネジメント手法
基本ケア及び疾患別ケア

（ケアの冊子）

適切なケアマネジメント手法
「項目一覧」（概要版）

「適切なケアマネジメント手法」の
手引き

基本ケア

これまでに整理した「疾患別ケア」

• 脳血管疾患

• 大腿骨頸部骨折

• 心疾患

• 認知症

• 誤嚥性肺炎の予防

講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫介護支援専門員の気づきや、他の職種との協働を促す本手法の特徴を踏まえ、以下のような場面

での活用が考えられます。

13

実践での活用方法

介護支援専門員：

アセスメントやケアプラン原案作成

地域包括支援センター、職能団体：

相談支援や研修、地域包括ケア会議

保険者（自治体）：

社会資源の整備に向けた検討

指導担当者：

事業所内や同行訪問での指導

講義
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「適切なケアマネジメント手法」のねらいと概要の確認

⚫日々のケアマネジメントの実践（特にアセスメントやケアプラン原案の作成）で活用できます。

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」をチェックリストのような形で活用することで、支援の方法を効率的

に見極めたり、情報収集や支援の抜け漏れの可能性に早めに気づくことができます。

⚫ その結果、個別化のための情報収集や調整に注力しやすくなります。

14

こんな場面で使おう ～介護支援専門員：
アセスメントやケアプラン原案作成～

⇒本研修では担当事例を用いて実践での活用方法の
習得を目指します。

講義



自己紹介・目標の設定
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自己紹介・目標の設定

⚫ お手元の「自己紹介＆目標設定シート」を踏まえ

自己紹介と目標の共有を行いましょう。

⚫資料の画面共有を行う必要はありません。参加者同士の顔が見える状態で進めましょう。
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グループワーク

グループワーク

15分

各自が発表すること

① お名前
② ご所属、担当されている業務
③ 最近のマイブーム
④ 研修を通じて得たいこと（関心事や疑問点）

発表時間の目安
1人：2～3分

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：3分
• 5人の場合：3分
• 6人の場合：2分



基本ケアの内容と捉え方
①概要
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

① 適切なケアマネジメント手法 「項目一覧」（概要版）

② 「適切なケアマネジメント手法」基本ケア及び疾患別ケア

令和２年度改訂版

③ 自己点検シート（基本ケア）

18

お手元に準備するもの
講義

②

①

③
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

⚫ 「基本ケア」とは、生活の基盤を整えるための基礎的な視点です。

⚫利用者に疾患等がない場合でも、また疾患が複数ある場合でも共通するものです。

⚫ 「疾患別ケア」を検討する前に「基本ケア」を理解し、視点の抜け漏れや情報収集に不十分がないか

を確認します。

19

基本ケアとは

生活の基盤を整えるための基礎的な視点

尊厳の保持 自立支援

生活の継続をできるだけ実現

講義
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

⚫ 3つの基本方針と、7つの大項目から成ります。

20

基本ケアの構成

現在の全体像の把握と生活上の将
来予測、備え

本人の意思を捉える支援

緊急時の対応のための備え

意思決定支援体制の整備

意志の表明の支援と尊重

将来の生活の見通しを立てることの支援

水分と栄養を摂ることの支援

継続的な受診と服薬の支援

継続的な自己管理の支援

心身機能の維持・向上の支援

感染予防の支援

生活リズムを整える支援

食事の支援

病気や心身状態の理解

現在の生活の全体像の把握

目指す生活を踏まえたリスクの予測

喜びや楽しみ、強みを引き出し高める支援

暮らしやすい環境の保持、入浴や排泄の支援

コミュニケーションの支援

家庭内での役割を整えることの支援

コミュニティでの役割を整えることの支援

支援を必要とする家族等への対応

家族等の理解者を増やす支援

本人をとりまく支援体制の整備

同意してケアに参画するひとへの支援

意思決定過程の支援

予測に基づく心身機能の維持・向上、
フレイルや重度化の予防の支援

日常的な生活の継続の支援

家事・コミュニティでの役割の維持あ
るいは獲得の支援

家族等への支援

ケアに参画するひとへの支援

尊
厳
を
重
視
し
た

意
思
決
定
の
支
援

こ
れ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と

継
続
の
支
援

家
族
等
へ

の
支
援

基本方針 大項目 中項目

講義
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

⚫基本となるのは、本人の意思を尊重し、本人が自ら決められるよう支援することです。

⚫ ここでいう意思決定の支援には、いわゆるACP（アドバンストケアプランニング）だけでなく、日常的な

生活の中での小さな選択や療養、支援の必要性を理解して同意することなども広く含まれています。

⚫生活に対する自分の意向の認識に基づいて、療養や介護の方針などを理解したうえで意思を形成

し、それを表明して実現できるような支援体制を整えることは、認知機能の状況に関わらず重要で

す。

21

基本方針①尊厳を重視した意思決定の支援
講義
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

⚫高齢者の生活の継続を支えるうえでまず必要なのは、こころとからだの機能を維持する視点です。

⚫高齢者は、加齢や疾患に伴って体の機能が低下します。

例えば水分の摂取が不足しがちになったり、転倒しやすくなったり、温湿度の変化を捉えにくくなったり

といった傾向があります。したがって、こうした変化やリスクを小さくし、それを維持できるようにするため

の支援の体制を整えることが重要になります。

⚫心身の状態に応じてその人らしい生活を送り、家庭や地域での役割を持つことができるような体制を

整える視点、つまり「活動と参加」の視点も当然必要です。

⚫ また、自立支援の観点から、適切なリハビリテーションの活用を検討することも重要です。

⚫同時に、本人のストレングスを捉えて活かす視点や、その人を取り巻く人的、物的環境を整える視

点も重要です。物的環境については、介護給付サービスの対象となる住環境や福祉用具だけでなく、

日常的に使う家具や食器、生活用具なども含めて捉えることが大切です。

22

基本方針②これまでの生活の尊重と継続の支援
講義
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

⚫高齢者の尊厳を保持した生活の継続を支えるには、必要に応じて高齢者本人だけでなく家族等を

支援する体制を整えることも重要です。

⚫例えば高齢の夫婦世帯のみの世帯であって介護者も要介護高齢者である場合は、介護者の負担

軽減が本人の生活の継続に大きく影響します。

⚫本人の子や孫が日常的な介護に携わっている場合は、子や孫の生活と介護との両立の支援も重

要です。

⚫家族等の中でも、要介護高齢者本人との関わり方は一人ひとり異なるため、日常的な介護を担う

家族（同居や近居の家族）以外の家族についても状況を把握する必要があります。

23

基本方針③家族等への支援
講義
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

24

支援内容の例 1. 疾患管理の理解の支援

想定される支援内容 支援の概要、必要性 適切な支援内容とするための関連するアセスメント/モニタリング項目等

基本
方針

大項
目

中項
目

想定さ
れる支
援内容

支援の概要、必要性
主なアセスメント項目

※内容の詳細や留意点などは本編を参照
主なモニタリング項目

※内容の詳細や留意点などは本編を参照

相談すべ
き

専門職Ⅰ

尊
厳
を
重
視
し
た
意
思
決
定
の
支
援

Ⅰ
-

1

現
在
の
全
体
像
の
把
握
と
生
活
上
の
将
来
予
測
、
備
え

Ⅰ
-

1-

1

疾
病
や
心
身
状
態
の
理
解

1 疾
患
管
理
の
理
解
の
支
援

・再発予防、や生活の悪
化防止には、生活習慣の
改善が必要で、起因と
なっている疾患の管理に
ついての理解が必要。また、
処方薬によっては、食事
内容の制限や副作用
（出血しやすくなる等）
についても知っておくことも
重要である。
・継続的な受診の確保等
により疾患の理解と、適
切な療養や生活の改善
を支援する体制を整える。
また、本人や家族等に対
して、服薬の必要性及び
薬の管理方法について理
解を促す支援体制も併せ
て整える。
※関連して疾患の理解の
支援、定期的な受診の
支援の必要性も検討する
こと。

・疾患に対する本人・家族等の理解度
・生活習慣病の管理・指導に対する本人・家族等の理解度
・医師及び専門職からの指導内容に対する本人・家族等の
理解度
・服薬の必要性及び薬の管理方法に対する本人・家族等の
理解度
・処方薬の内容（有無、処方薬の種類）及びそれらの服用
状況（正しい量・頻度で服用ができているか、飲み残しの有
無など）
・本人の日次（24時間）の生活リズム・過ごし方
・日常的な食事の摂取の状況（食事回数、食事量、食べ残
しの有無、間食の有無など）
・日常的な水分摂取の状況（水分摂取量、水分摂取のタイ
ミング、発汗などに関係する活動量、不足する水分量など）
・かかりつけ薬局・かかりつけ薬剤師の状況（有無、連絡頻度、
連絡先、関わり方など）の把握、連携方法の確認
・薬の管理状況（薬の保管場所、保管方法など）
・疾患とその治療に関する医師からの指示・指導の有無、指
導の内容（疾患の基本的な内容、治療方針、日常生活で
の留意事項、日常生活での制限の有無、日常生活で管理
すべき事項の説明、判断の目安に関する説明など）
・日常的な療養の状況及び支援の体制（本人を含む状況の
把握体制、療養の内容、支援の必要性、支援者は誰かな
ど）
・生活習慣病への対応の状況
・本人の状態を把握する体制（同居者、支援者、事業者な
ど）
・服薬の確認体制（指示どおりに服用できているか、誰が、い
つ、どのように確認するかなど）
・介護者の関わりの状況（声かけが必要な場面、声かけをし
ている人、介護者の生活リズムなど）
・日常と異なる状態への対応（「異常」な状態の特徴の理解、
「異常」な状態を発見する体制の有無、「異常」を発見した場
合の連絡先、連絡方法など）

・疾患に対する本人・家族等の理解度
・生活習慣病の管理・指導に対する本人・家族等の理解度
・医師及び専門職からの指導内容に対する本人・家族等の
理解度
・服薬の必要性及び薬の管理方法に対する本人・家族等の
理解度
・処方薬の内容（有無、処方薬の種類）及びそれらの服用
状況（正しい量・頻度で服用ができているか、飲み残しの有
無など）
・本人の日次（24時間）の生活リズム・過ごし方
・日常的な水分摂取の状況（水分摂取量、水分摂取のタ
イミング、発汗などに関係する活動量、不足する水分量な
ど）
・日常的な食事の摂取の状況（食事回数、食事量、食べ
残しの有無、間食の有無など）
・薬の管理状況（薬の保管場所、保管方法など）
・疾患とその治療に関する医師からの指示・指導の有無、指
導の内容（疾患の基本的な内容、治療方針、日常生活で
の留意事項、日常生活での制限の有無、日常生活で管理
すべき事項の説明、判断の目安に関する説明など）
・日常的な療養の状況及び支援の体制（本人を含む状況
の把握体制、療養の内容、支援の必要性、支援者は誰か
など）
・生活習慣病への対応の状況
・本人の状態を把握する体制（同居者、支援者、事業者
など）
・服薬の確認体制（指示どおりに服用できているか、誰が、
いつ、どのように確認するかなど）
・介護者の関わりの状況（声かけが必要な場面、声かけをし
ている人、介護者の生活リズムなど）
・日常と異なる状態への対応（「異常」な状態の特徴の理
解、「異常」な状態を発見する体制の有無、「異常」を発見
した場合の連絡先、連絡方法など）

医師、看
護師、薬
剤師、
PT/OT/
ST、介護
職
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要
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支援内容の例 20. 水分摂取状況の把握の支援

想定される支援内容 支援の概要、必要性 適切な支援内容とするための関連するアセスメント/モニタリング項目等

基本
方針

大項
目

中項
目

想定され
る支援内
容

支援の概要、必要性
主なアセスメント項目

※内容の詳細や留意点などは本編を参照
主なモニタリング項目

※内容の詳細や留意点などは本編を参照

相談すべ
き

専門職Ⅱ

こ
れ
ま
で
の
生
活
の
尊
重
と
継
続
の
支
援

Ⅱ
-

1

予
測
に
基
づ
く
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
フ
レ
イ
ル
や
重
度
化
の
予
防
の
支
援

Ⅱ
-

1-

1

水
分
と
栄
養
を
摂
る
こ
と
の
支
援

20 フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
必
要
な
食
事
と
栄
養
の
確
保
の
支
援

・高齢者は代謝機能の変化によって、
水や電解質のバランスを保つ調整
能力の低下や、細胞内の水分量の
低下がみられる。そのため、高齢者
は水分のバランスを崩して脱水状態
を起こしやすい状態にある。一方で、
排尿回数を減らすために、水分を控
える傾向がみられたり、のどの渇きの
認識が遅れる等、身体が必要とす
る水分の補給が難しくなる場合があ
り、水分補給に留意が必要である。
・また、食事は身体に必要な栄養を
補い、健康な身体を維持するために
必要である。栄養改善は、疾患の
予防、悪化防止、リハビリを行うため
の基礎体力づくりにもつながるため重
要である。
・本人や家族の日常的な食生活や
飲み物の摂取状況、排泄や発汗に
よって失われる水分量を把握し、必
要な水分や栄養を確保できている
かを把握できる体制を整える。
・必要な水分を確保できるような支
援を確保する。また、食事について
は食事の内容だけでなく、本人の状
況に合わせた食べやすい食形態や
食事を摂る環境を整備するとともに、
本人の好み等も考慮して食欲を高
める工夫にも配慮されるよう支援体
制を整える。

・食事の摂取に関する失敗のエピソード
・必要な栄養量、栄養素に対する本人・家族等の理解度
・咬合の状況、義歯等の状況（利用有無、汚れや破損の
有無など）
・口腔機能（摂食嚥下機能、発話発声機能、味覚など）
の状況
・本人及び同居家族等の生活リズム（特に食事のタイミン
グ）
・日常的な食事の摂取の状況（食事回数、食事量、食べ
残しの有無、間食の有無など）
・本人の食の好みやこだわり、偏食の状況など
・食事の際の本人の様子（食べる速度がいつもと違う、食事
中にむせる、飲み込んだときに声がかすれる、飲み込むときに
痛みがある、食べものがよくのどに詰まる、のどがゴロゴロ鳴るな
ど）
・食欲の状況
・食事の内容（種類、形態、量、内容など）
・食事から摂取している水分や栄養（水分の不足、カロリー
やたんぱく質の不足など）
・食事をとっている場所・環境（ベッドか机か、椅子や机の高
さなど）
・食事の調理者（外食や配食や惣菜なのか、介護者が調
理しているのか、購入先など）
・排泄リズム（頻度、回数、タイミング、内容など）
・排泄内容（便秘や下痢といった状況の有無、日常の排泄
内容との違いなど）
・食事に関する医師からの指示・指導の有無、指導の内容
（食事内容や食事のとり方に関する留意点など）
・本人の特徴（身長・性別・年齢、活動量等）を踏まえた
必要な栄養量・栄養素の把握
・居室等の環境で、失われる水分量の予測
・口腔ケアの状況（自立の程度、実施する人は誰か、実施
方法、回数・頻度、タイミングなど）
・日常的な体重管理の状況及び支援の体制（本人を含む
体重の管理体制、管理方法、体重の推移（急激な増減が
ないか）、支援の必要性、支援者は誰かなど）

・食事の摂取に関する失敗のエピソード
・必要な栄養量、栄養素に対する本人・家族等の理解度
・咬合の状況、義歯等の状況（利用有無、汚れや破損の有無
など）
・口腔機能（摂食嚥下機能、発話発声機能、味覚など）の状
況
・本人及び同居家族等の生活リズム（特に食事のタイミング）
・日常的な食事の摂取の状況（食事回数、食事量、食べ残し
の有無、間食の有無など）
・本人の食の好みやこだわり、偏食の状況など
・食事の際の本人の様子（食べる速度がいつもと違う、食事中
にむせる、飲み込んだときに声がかすれる、飲み込むときに痛みが
ある、食べものがよくのどに詰まる、のどがゴロゴロ鳴るなど）
・食欲の状況
・食事の内容（種類、形態、量、内容など）
・食事から摂取している水分や栄養（水分の不足、カロリーやた
んぱく質の不足など）
・食事をとっている場所・環境（ベッドか机か、椅子や机の高さな
ど）
・食事の調理者（外食や配食や惣菜なのか、介護者が調理し
ているのか、購入先など）
・排泄リズム（頻度、回数、タイミング、内容など）
・排泄内容（便秘や下痢といった状況の有無、日常の排泄内
容との違いなど）
・食事に関する医師からの指示・指導の有無、指導の内容（食
事内容や食事のとり方に関する留意点など）
・本人の特徴（身長・性別・年齢、活動量等）を踏まえた必要
な栄養量・栄養素の把握
・居室等の環境で、失われる水分量の予測
・口腔ケアの状況（自立の程度、実施する人は誰か、実施方
法、回数・頻度、タイミングなど）
・日常的な体重管理の状況及び支援の体制（本人を含む体
重の管理体制、管理方法、体重の推移（急激な増減がない
か）、支援の必要性、支援者は誰かなど）

医師、歯
科医師、
看護師、
薬剤師、
PT/OT/S
T、歯科
衛生士、
管理栄養
士、介護
職
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基本ケアの内容と捉え方 ①概要

⚫状況に応じて優先度や重要度が異なるため、全ての支援内容を横並びに実施するのではなく、情報

の収集・分析を踏まえて具体的な内容を組み立てることが重要です。

⚫自立支援の観点から、「これまでの生活の尊重と継続の支援」では、状況に応じた適切なリハビリ

テーションの実施が特に重要です。

⚫ 「基本ケア」と「疾患別ケア」に重複する項目もありますが、これは疾患の有無に関係なく重要である

と同時に、疾患がある場合には特に留意すべき項目となります。

26

基本ケアを活用する際の留意点

例１）Aさん
• 退院直後でご家族の負担も大きいので、当面の通院と服薬、

食事の支援体制の構築を重視
• 様子の確認と並行して、ご本人の意思表明を重点的に支援

例２）Bさん
• これまでの生活をできるだけ継続できるよう、ご本人の気持ちと

これまでの暮らしを捉え、生活の組み立てを集中的に支援
• 同居者がいなので、本人をとりまく支援体制の整備を重視

例３）Cさん
• 以前の地域での役割への復帰を目指し、継続的な療養とリハビリ

テーション、地域活動への参加を支える体制の構築を重視
• リスクの予測について他の専門職と集中的に検討

講義



基本ケアの内容と捉え方
②自己点検
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基本ケアの内容と捉え方 ②自己点検

⚫ 「自己点検シート」に、講義を踏まえて気づいたことを加筆しましょう。

28

個人ワーク

１. ケアプラン作成時点の判断

①情報収集
この項目に関して、ケアプランを作成した際のアセスメ
ントで情報収集を行ったかをご回答ください。

②支援の必要性の判断
この項目に関して、ケアプランの作成の際に支援が必
要だと判断したかどうかをご回答ください。

③支援の位置づけ
この項目に関して、ケアプランに支援を位置付けたかど
うかをご回答ください。

２. 現在の判断

④現時点での支援の必要性
この項目に関して、現時点での支援の必要性につい
てご回答ください。

⑤支援内容の見直しの必要性
この項目に関して、支援内容の見直しの必要性につ
いて、見直しの方向性（追加、縮小）も含めてご
回答ください。

⑥追加すべき支援内容
この項目に関して、追加が必要と思われる支援内容
を具体的にご回答ください。

⑦縮小すべき支援内容
この項目に関して、縮小が必要と思われる支援内容
を具体的にご回答ください。

個人ワーク

10分
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基本ケアの内容と捉え方 ②自己点検

⚫ 「自己点検シート」に基づいて、各グループで点検結果を共有しましょう。

29

グループワーク

シートの記入内容や
点検を行った感想の発表

意見交換

×繰り返し（※グループの人数によって調整してください）共有の流れ

グループワーク

25分

発表時間の目安
1人：2～3分

発表時間の目安
1人：2～3分

1人あたりの持ち時間：4～6分

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：1人あたり合計6分

（発表3分、意見交換3分）
• 5人の場合：1人あたり合計5分

（発表3分、意見交換2分）
• 6人の場合：1人あたり合計4分

（発表2分、意見交換2分）
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基本ケアの内容と捉え方 ②自己点検

⚫以下の2つを実施しましょう。

30

全体共有

全体共有

8分

①グループワーク結果の共有
いくつかのグループから、グループワークで話し合ったことを全体に共有しましょう。

②全体での質疑応答
個人ワークやグループワークを通して疑問に思ったこと、気になることなどを質問し
ましょう。
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前半のまとめ

31

ケアプラン作成時点での抜け漏れに気づいた支援内容を理解する

ケアプラン作成時点では想定していなかった（抜け漏れに気付いた）箇所については、
その支援の概要、必要性、アセスメント/モニタリングで捉えるべき項目を読み込みましょう。

「想定される支援内容」は、本人や世帯の状況に合わせて具体化（個別化）が必要です。
アセスメント/モニタリングの方法や留意点は、研修後半で取り上げます。

基本ケアは生活の継続を支える基盤であり、幅広い項目を含みます。そのため事例ごとに重
要性が高い項目に着目して掘り下げましょう。
以降の研修では、心身機能に着目して掘り下げの方法を学びます。

アセスメント/モニタリングを通じて「想定される支援内容」を具体化する

重要性が高い項目に着目して掘り下げる

講義
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休憩タイム

32



事例の掘り下げ
①掘り下げの方法



事例の掘り下げ
②グループでの共有
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事例の掘り下げ ②グループでの共有

⚫ 「自己点検シート」に、講義を踏まえて気づいたことを加筆しましょう。

35

個人ワーク

個人ワーク

5分
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共有の流れ

事例の掘り下げ ②グループでの共有

⚫個人ワークでの気づきや、実践で行いたいことを共有・検討しましょう。

36

グループワーク

グループワーク

42分

個人ワークでの気づきや
実践で行いたいことの発表

意見交換

発表時間の目安
1人：5～6分

発表時間の目安
1人：2～4分

1人あたりの持ち時間：7～10分 ×繰り返し（※グループの人数によって調整してください）

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：1人あたり合計10分

（発表6分、意見交換4分）
• 5人の場合：1人あたり合計8分

（発表5分、意見交換3分）
• 6人の場合：1人あたり合計7分

（発表5分、意見交換2分）
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事例の掘り下げ ②グループでの共有

⚫個人ワークやグループワークを通して疑問に思ったこと、気になることなどを

質問しましょう。

37

全体共有と本日のまとめ

全体共有

13分



今後の進め方
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手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】

・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】

・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】

・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】

・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動

今後の進め方

⚫本日の研修を踏まえ、第2回研修に向け、持参事例を掘り下げるための取り組み（追加情報収集

と課題の再確認、ケアプラン・支援内容の見直し等）を行います。

実践研修全体像と今後の進め方

本日

進め方

39
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今後の進め方

⚫今後のスケジュールは以下のとおりです。

40

今後のスケジュールについて

日時

第2回研修

第3回研修

第4回研修

進め方
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今後の進め方

41

（参考）参加者ガイドの使い方

本日の研修

参加者ガイド：P.2

進め方
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今後の進め方

⚫第1回研修会参加前の事前学習としてお願いしていた事項です。

⚫提出がまだの方は、第1回研修会後にご対応をお願いします。

42

（対象の方のみ）

第1回研修会に向けた事前学習のお願い

参照
詳細については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.14を参照してく
ださい。

参加者ガイド：P.14

進め方
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今後の進め方

43

第２回研修の事前課題

補足
• ケアプランの提出は任意ですが、ご提出いただくほうがグループワークでの事例共有はやりやすい

です。
• 前回の研修から変更がない場合であっても、研修時点で最新のものを毎回ご提出ください。

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

進め方

⚫第2回研修の1週間前までに、下記をご提出ください。

① 基本情報・モニタリング表（2回目）

② 最新のケアプラン（提出は任意）

③ 現場実践①振り返りシート

参加者ガイド：P.38
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（参考）現場実践①振り返りシート

44
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今後の進め方

⚫第1回研修アンケートは、1週間以内に開催者にご提出ください。

⚫提出がうまくできない方は、開催者へご相談ください。

45

第1回研修アンケート提出のお願い

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

進め方

参加者ガイド：P.38
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お困りごと・不明点などのお問い合わせ

⚫資料の記入方法については、参加者ガイドをご確認ください。また、日本総合研究所YouTubeでも

書き方等について紹介しています。

⚫研修会への出席に関するご相談、資料の提出方法についてのご相談や問い合わせは、開催者へお

願いいたします。

⚫ お問い合わせ先

• 資料の提出方法、出欠、提出物について
開催者へお尋ねください。

46
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「適切なケアマネジメント手法」実践研修
【第2回】

開催日：

開催者：

©2022 The Japan Research Institute, Limited

令和３年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「適切なケアマネジメント手法の策定、普及推進に向けた調査研究事業」にて㈱日本総研が作成
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本日の研修の位置づけ

⚫第１回研修後の各自の現場実践を共有し、今後の実践方法について相談しあいます。

48

進め方

手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】

・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】

・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】
・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】

・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動



© 2022 The Japan Research Institute, Limited

本日の研修内容

⚫事例を用いた実践結果と課題の共有

「現場実践①振り返りシート」を用いて、実践結果（特に課題）の共有をしてください。

⚫具体的な実践方法の助言

サブ講師や参加者は、発表者の課題（悩みや難しかったこと）を解決するために、具体的な実践方

法について助言しあってください。

49

補足 サブ講師または参加者が 「現場実践①振り返りシート」を画面投影してください。

本日の目標

今後1ヶ月間の実践で取り組みたいこと（モニタリングや追加情報収集など）を明確にする。

進め方
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本日のタイムテーブル

⚫以下のような流れで進めていきます。

50

時間 セクション 内容

5’ 開会 進め方の説明

100’ 演習 現場実践の振り返り ①グループワーク

10’ 演習 現場実践の振り返り ②全体共有

5’ 講義 本日のまとめと今後の進め方

進め方
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現場実践の振り返り
①グループワーク
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現場実践の振り返り①グループワーク

⚫実践結果を共有し、今後の実践方法についてお互いに助言しましょう。

⚫ 「現場実践①振り返りシート」はサブ講師もしくは発表者から

画面共有をお願いします。

52

グループワーク

グループワーク

95分

共有の流れ

発表時間の目安
1人：5～8分

発表時間の目安
1人：10～15分

1人あたりの持ち時間：15～23分 ×繰り返し（※グループの人数によって調整してください）

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：1人あたり合計23分

（共有8分、助言15分）
• 5人の場合： 1人あたり合計19分

（共有5分、助言14分）
• 6人の場合： 1人あたり合計15分

（共有5分、助言10分）

実践結果の共有
• 実践した支援内容の項目番号
• 実践結果の発表

• 取り組んで良かったこと
• 取り組む過程で悩んだこと、難しかったこと

実践方法の助言
• 具体的な支援内容の助言
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現場実践の振り返り①グループワーク

⚫個人の発表では、 「現場実践①振り返りシート」 の「取り組んで良かったこと」、「取り組む過程で悩

んだこと、難しかったこと」を共有しましょう。

⚫発表の最後に、次回の現場実践に向けた取り組みの宣言をしてください。

53

グループワーク

参照 項目番号については次のページを参照してください。

投影のみ

＜発表する方＞

支援内容の項目番号を用いる
ことを心がけましょう。

参加者は、発表者の

「悩み・難しかったこと」について、

助言・コメントをお願いします。
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現場実践の振り返り①グループワーク

54

【参考】 支援内容の項目番号

想定される支援内容の
項目番号
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現場実践の振り返り①グループワーク

55

グループワークでのコメントのイメージ

その支援内容を検討する理由

• 支援内容ではどの項目が該当しそうですか？

• どんなことを目指してその支援内容を行いますか？

情報収集の工夫

•情報収集が漏れている項目はないですか？

• その確認のためにはどんな工夫ができそうですか？

•誰に何を聞いたら、その確認ができそうですか？

個別化のアイデア

• この利用者の場合（個別化）には、～～～といった方法も効果がありそうですね。
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現場実践の振り返り
②全体共有
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現場実践の振り返り②全体共有

⚫以下の2つを実施しましょう。

57

全体共有

①グループワーク結果の共有
各グループから、グループワークで話し合ったことを全体に共有しましょう。

②全体での質疑応答
個人ワークやグループワークを通して疑問に思ったこと、気になることなどを質問し
ましょう。

全体共有

10分
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本日のまとめと今後の進め方
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本日のまとめと今後の進め方

⚫本日の研修を踏まえ、持参事例を掘り下げるための取り組み（モニタリング、追加情報収集、ケアプ

ラン・支援内容の見直し等）を行います。

59

進め方
第３回研修に向けた現場実践

手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】

・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】

・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】

・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】

・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動

本日
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本日のまとめと今後の進め方

60

現場実践②振り返りシート
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本日のまとめと今後の進め方

61

第3回研修の事前課題

⚫第3回研修の1週間前までに、下記をご提出ください。

① 基本情報・モニタリング表（3回目）

② 最新のケアプラン（提出は任意）

③ 現場実践②振り返りシート

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

参加者ガイド：P.38
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本日のまとめと今後の進め方

⚫今後のスケジュールは以下のとおりです。

62

今後のスケジュールについて

日時

第3回研修

第4回研修

進め方
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本日のまとめと今後の進め方

⚫第2回研修アンケートは、1週間以内に開催者にご提出ください。

63

第2回研修アンケート提出のお願い
進め方

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

参加者ガイド：P.38
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「適切なケアマネジメント手法」実践研修

【第3回】

開催日：

開催者：

©2022 The Japan Research Institute, Limited

令和３年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「適切なケアマネジメント手法の策定、普及推進に向けた調査研究事業」にて㈱日本総研が作成
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本日の研修の位置づけ

⚫第2回研修後の各自の現場実践を共有し、今後の実践方法について相談しあいます。

65

進め方

手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】

・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】

・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】

・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】
・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動
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本日の研修内容

⚫事例を用いた実践結果と課題の共有

「現場実践②振り返りシート」を用いて、実践結果（これまでとの変化や今後取り組む上での課

題）の共有をしてください。

⚫具体的な実践方法の助言

サブ講師や参加者は、発表者の課題（悩みや難しかったこと）を解決するために、具体的な実践方

法について助言しあってください。

66

本日の目標

今後1ヶ月間の実践で取り組みたいこと（モニタリングや追加情報収集など）を明確にする。

補足
• 第2回研修会と同様の方法で 「現場実践②振り返りシート」を画面投影してください。
• 発表者（事例提出者）、サブ講師のいずれかが投影してください。

進め方
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本日のタイムテーブル

⚫以下のような流れで進めていきます。

67

時間 セクション 内容

5’ 開会 進め方の説明

100’ 演習 現場実践の振り返り ①グループワーク

10’ 演習 現場実践の振り返り ②全体共有

5’ 講義 本日のまとめと今後の進め方

進め方
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現場実践の振り返り
①グループワーク
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現場実践の振り返り①グループワーク

⚫実践結果を共有し、今後の実践方法についてお互いに助言しましょう。

⚫ 「現場実践②振り返りシート」はサブ講師もしくは発表者から

画面共有をお願いします。

69

グループワーク

グループワーク

95分

共有の流れ

発表時間の目安
1人：5～8分

発表時間の目安
1人：10～15分

1人あたりの持ち時間：15～23分 ×繰り返し（※グループの人数によって調整してください）

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：1人あたり合計23分

（共有8分、助言15分）
• 5人の場合： 1人あたり合計19分

（共有5分、助言14分）
• 6人の場合： 1人あたり合計15分

（共有5分、助言10分）

実践結果の共有
• 実践した支援内容の項目番号
• 実践結果の発表

実践方法の助言
• 具体的な支援内容の助言
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現場実践の振り返り①グループワーク

⚫個人の発表では、 「現場実践②振り返りシート」 の内容を共有しましょう。

⚫発表の最後に、次回の現場実践に向けた取り組みの宣言をしてください。

70

グループワーク

参照 項目番号については次のページを参照してください。

＜発表する方＞

支援内容の項目番号を用いる
ことを心がけましょう。

＜他の参加者＞

発表者の「共有・相談したいこ
と」について、コメントや助言をお
願いします。
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現場実践の振り返り①グループワーク

71

【参考】 支援内容の項目番号

想定される支援内容の
項目番号
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現場実践の振り返り①グループワーク

72

グループワークでのコメントのイメージ

その支援内容を検討する理由

• 支援内容ではどの項目が該当しそうですか？

• どんなことを目指してその支援内容を行いますか？

情報収集の工夫

•情報収集が漏れている項目はないですか？

• その確認のためにはどんな工夫ができそうですか？

•誰に何を聞いたら、その確認ができそうですか？

個別化のアイデア

• この利用者の場合（個別化）には、～～～といった方法も効果がありそうですね。
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現場実践の振り返り
②全体共有
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現場実践の振り返り②全体共有

⚫以下の2つを実施しましょう

74

全体共有

全体共有

10分

①グループワーク結果の共有
いくつかのグループから、グループワークで話し合ったことを全体に共有しましょう。

②全体での質疑応答
個人ワークやグループワークを通して疑問に思ったこと、気になることなどを質問し
ましょう。
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本日のまとめと今後の進め方
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本日のまとめと今後の進め方

⚫本日の研修を踏まえ、持参事例を掘り下げるための取り組み（モニタリング、追加情報収集、ケアプ

ラン・支援内容の見直し等）を行います。

76

第４回研修に向けた現場実践
進め方

手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】

・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】

・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】

・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】

・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動

本日
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本日のまとめと今後の進め方
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今後の実践宣言シート
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本日のまとめと今後の進め方

⚫第4回研修の1週間前までに、下記をご提出ください。

① 基本情報・モニタリング表（4回目）

② 自己点検シート（基本ケア）※（3）を記入して提出してください

③ 最新のケアプラン（提出は任意）

④ 現場実践③振り返りシート

⑤ 今後の実践宣言シート

78

第4回研修の事前課題
進め方

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

参加者ガイド：P.38
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本日のまとめと今後の進め方

⚫今後のスケジュールは以下のとおりです。

79

今後のスケジュールについて

日時

第4回研修

進め方
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本日のまとめと今後の進め方

⚫第3回研修アンケートは、1週間以内に開催者にご提出ください。

80

第3回研修アンケート提出のお願い
進め方

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

参加者ガイド：P.38
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「適切なケアマネジメント手法」実践研修

【第4回】

開催日：

開催者：

©2022 The Japan Research Institute, Limited

令和３年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「適切なケアマネジメント手法の策定、普及推進に向けた調査研究事業」にて㈱日本総研が作成
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本日の研修の位置づけ

⚫ これまでの取り組み状況を総括し、今後の実践について考えます。
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進め方

手
法
の
周
知
・
共
有

地域／事業所

実践セミナー
（地域関係者
への本手法の

周知及び
参加者募集）

実
践

座
学

【事前】

・動画視聴

・事例選定

・自己点検

参加者のフォローアップ及び地域全体での活用推進
（手法への理解を深めるための参加者の自主勉強会や、地域の他職種や自治体との合同勉強
会の開催など）

各参加者
＠現場

【第4回】
・活用の効果や留意点
の振り返り

・取組状況の総括

・事例発表

・今後の実践宣言

【第1回】

・手法のねらいと概要の
確認

・基本ケアの内容と捉え
方

・事例の掘り下げ

【第2回】

・事例概要紹介、実践
結果と課題の共有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

【第3回】

・実践結果と課題の共
有

・サブ講師や他参加者
からの具体的な実践方
法の助言

各参加者

・追加情報収集
と課題の再確認

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

・モニタリング

・追加情報収集

・ケアプラン、支
援内容の見直し

地域／
事業所

「修了後の
行動プラン」に
基づく実践や
普及活動
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本日のタイムテーブル

⚫以下のような流れで進めていきます。

83

時間 セクション 内容

8’ 開会 本研修のねらいの振り返り、本日の進め方の説明

67’ 演習 現場実践の振り返り

65’ 演習 取り組み事例の発表と意見交換

10’ 休憩

30’ 講義 実践状況の総括

30’ 演習 今後の実践宣言、研修の振り返り

30’ 講義 総括

進め方
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実践研修のねらいの確認

⚫自分の事例において「適切なケアマネジメント手法」を実際に適用し、研修での学びや振り返りを重

ねることで、活用にあたっての工夫や留意点を見出します。

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」の実践において相談・連携しあえるネットワークを地域内に作りま

す。

84

講義
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「適切なケアマネジメント手法」を使う意義

85

⚫ 「適切なケアマネジメント手法」を活用することで、アセスメント／モニタリングが効果的にでき、以下の

3つが可能となります。

① 支援内容やアセスメント項目の「抜け漏れ」を防げる

② 他の職種との協働や役割分担を進めやすくなる

③ ケアプランの見直し（状態の変化に応じた支援の見直しや追加の判断）がしやすくなる

本人の
概況

アセスメント
（情報収
集・分析）

サービス
種別検討

支援内容
の具体化

モニタリング、
見直し

一般的な手法（ケアマネジメントプロセス） 「適切なケアマネジメント手法」

課題

• 先入観なく包括的に把握分析し、多様なサービスの意
見も取り入れて具体的支援内容を整理する考え方

• 担当ケアマネジャーに深い知見と、調整力が求められ、ま
た支援内容の決定までに時間を要する

✓時間・手間
が大きい

✓幅広く深い
知見が必要

✓プラン決定前
にサービス側
から助言をも
らいにくい

✓調整が大変

✓モニタリング、
見直しの視点
が曖昧
⇒サービスが
見直されにくい

本人の
概況

モニタリング、
見直し

効果

• まず、知見に基づいた、支援内容レベルの仮説を持ち、その
検証と並行して支援内容を具体化する考え方

• “サービス種別ありき”にならず、必要な支援内容が検討され
やすく、検討に要する時間も短縮できる可能性がある

✓(初任段階
でも)ばらつ
きが少ない

✓視点の抜け
漏れの防止

✓モニタリング、
見直しの視
点が具体的
⇒サービスを
見直しやすい

アセスメント
(仮説検証)

根拠に
基づく
仮説を
持つ

サービス
種別検討

支援内容の具体化

✓サービス在りき
にならない

✓介護給付
サービス以外
の支援内容が
漏れにくい

講義
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「適切なケアマネジメント手法」を活用する際のポイント

86

ケアプラン作成時点では想定していなかった（抜け漏れに気付いた）箇所については、
その支援の概要、必要性、アセスメント／モニタリングで捉えるべき項目を読み込みましょう。

「想定される支援内容」は、本人や世帯の状況に合わせて具体化（個別化）が必要です。

基本ケアは生活の継続を支える基盤であり、幅広い項目を含みます。そのため事例ごとに重
要性が高い項目に着目して掘り下げましょう。

ケアプラン作成時点での抜け漏れに気づいた支援内容を理解する

アセスメント／モニタリングを通じて「想定される支援内容」を具体化する

重要性が高い項目に着目して掘り下げる

講義
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本日の研修内容

⚫実践状況の総括

参加者の実践状況の振り返りや、いくつかの取り組み事例の共有を行い、本手法の活用の効果や

留意点について考えます。

⚫自己評価・振り返り

研修を総括して、今後の実践で行いたいことを表明します（事前に記入した「現場実践③振り返り

シート」と「今後の実践宣言シート」をもとに、考えを深めます）。

87

本日の目標

自身の実践結果や他の参加者との意見交換を踏まえて、今後の実践宣言をする。

進め方
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現場実践の振り返り
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現場実践の振り返り

⚫実践結果を共有しましょう。

⚫ 「現場実践③振り返りシート」はサブ講師もしくは発表者から

画面共有をお願いします

89

グループワーク

グループワーク

60分

共有の流れ

発表時間の目安
1人：6～8分

発表時間の目安
1人：4～7分

1人あたりの持ち時間：10～15分 ×繰り返し（※グループの人数によって調整してください）

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：1人あたり合計15分

（共有8分、意見交換7分）
• 5人の場合： 1人あたり合計12分

（共有6分、意見交換6分）
• 6人の場合： 1人あたり合計10分

（共有6分、意見交換4分）

実践結果の共有
• 実践した支援内容の項目番号
• 実践結果の発表

意見交換
• 具体的な支援内容の助言
• 目標、課題、取り組みたいことに対する

感想・助言
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現場実践の振り返り

⚫個人の発表では、 「現場実践③振り返りシート」 の内容を共有しましょう。

⚫発表の最後に、次回の現場実践に向けた取り組みの宣言をしてください。

90

現場実践③振り返りシート

＜発表する方＞

支援内容の項目番号を用いる
ことを心がけましょう。

＜他の参加者＞

発表者の「共有・相談したいこ
と」について、コメントや助言をお
願いします。

参照 項目番号については次のページを参照してください。
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現場実践の振り返り 【参考】 支援内容の項目番号

想定される支援内容の
項目番号
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取り組み事例の紹介
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取り組み事例の紹介

93

事例概要

性別 認定区分 主な
疾患

年齢 居住形態

研修開始
時点での
主な課題

利用している
介護サービス

この事例を
選んだ理由
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取り組みのエピソード（悩んだことや難しかったこと、工夫したことなど）

今回意識して取り組んだ項目（想定される支援内容の番号）

取り組み事例の紹介 実践のポイント

94
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取り組み事例の紹介

95

実践を通じた変化

本人や家族、ケアチームのメンバーの行動や発言に見られた変化

支援内容やケアプランの変更（現時点で検討中のものを含む）
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実践を通じて気づいたこと

取り組み事例の紹介

96

実践の振り返り

他のケアマネジャーに伝えたいこと
（自分がやってみて良かったと思った工夫、本手法の捉え方/考え方など）
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休憩タイム

97
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自己評価・振り返り
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自己評価・振り返り

⚫研修を通じて、どのような学びや出会いがあったでしょうか？

⚫各自で「今後の実践宣言シート」（加筆・修正があれば）及び「アンケート」を記入しながら、振り返

りを行いましょう。

99

研修全体の振り返り

研修期間を通じて
どんな変化があった？
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自己評価・振り返り

⚫ 「今後の実践宣言シート」に基づいて、今後取り組みたいことを共有しましょう。

100

グループワーク

グループワーク

25分

共有の流れ

発表時間の目安
1人：2～3分

発表時間の目安
1人：2～3分

1人あたりの持ち時間：4～6分 ×繰り返し（※グループの人数によって調整してください）

時間配分の目安
発表人数
• 4人の場合：1人あたり合計6分

（実践宣言3分、共有3分）
• 5人の場合： 1人あたり合計5分

（実践宣言2分、共有3分）
• 6人の場合： 1人あたり合計4分

（実践宣言2分、共有2分）

各自の実践宣言
• 今後の目標、課題、取り組みたいこと

（「今後の実践宣言シート」に基づく）

研修全体に関する感想の共有
• 他の参加者の宣言へのコメント
• 研修全体に関する感想
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自己評価・振り返り

⚫個人の発表では、 「今後の実践宣言シート」 の内容を共有しましょう。

101

今後の実践宣言シート

＜発表する方＞

具体的な行動を宣言することを
心がけましょう。

研修を通じて気が付いた、自分
自身の課題などを発表してくださ
い。
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今後に向けて
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今後に向けて

⚫第4回研修アンケートは、1週間以内に開催者にご提出ください。

103

第4回研修アンケート提出のお願い

参照
提出方法については、「「適切なケアマネジメント手法」実践研修 参加者ガイド」のP.38を参照
してください。

参加者ガイド：P.38


